
平成２５年度

第３回大分県教育委員会 会議録

日 時 平成２５年４月３０日（火）

開会１０時００分 閉会１２時２１分

場 所 教育委員室



平成２５年度

第３回大分県教育委員会

【議 事】

１ 議 案

第１号議案 職員のへき地手当等の支給に関する規則の一部改正について

第２号議案 大分県社会教育委員の委嘱替えについて

第３号議案 平成25年度大分県教科書選定審議会委員の委嘱について

２ 報 告

①平成25年度大分県立高等学校入学者選抜結果について

②平成25年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科

入学者選考の結果について

③平成25年3月公立高校新規卒業者の就職状況の推移について

④全国高等学校総合体育大会の準備状況について

⑤体罰に関する第二次調査結果について

３ 協 議

①平成26年度（平成25年度実施）教員採用試験実施要項（案）について

⑥平成26年度（平成25年度実施）民間人校長採用選考（案）等

４ その他

なし
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【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 岩 崎 哲 朗

委員長職務代理 松 田 順 子

委員 波多野 順 代

委員 麻 生 益 直

委員 林 浩 昭

教育長 野 中 信 孝

欠席委員なし

事務局 教育次長 河 野 盛 次

教育次長 宮 脇 和 仁

教育次長 別 木 達 彦

教育改革・企画課長 佐 野 壽 則

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務・企画監 牧 敏 弘

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 高 畑 一 郎

社会教育課長 法 雲 淳

人権・同和教育課長 小 池 昭太郎

文化課 参事 若 林 洋

体育保健課長 蓑 田 智 通

全国高校総体推進局長 荒 川 孝 二

教育改革・企画課総務企画監 秋 吉 一 徳

教育改革・企画課主幹 勝 尾 裕 美

教育改革・企画課主査 釘 宮 隆 之

２ 傍聴人 １７ 名
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開会・点呼

（岩崎委員長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから、平成２５年度第３回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（岩崎委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、波多野委員にお願いしたい

と思います。

会期の決定

（岩崎委員長）

本日の教育委員会会議は、お手元の次第のとおりであります。

会議の終了は、１２時１５分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（岩崎委員長）

それでは議案の審議に移ります。

本日の議案は３件です。

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第２号議案、第３号議案及び協議の①、②は人事に関する案件ですの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項ただし書

の規定により、これを公開しないことについて、委員の皆さんにお諮り

いたします。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは第２号議案、第３号議案及び協議の①、②の４件は、非公開

といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議案の審議及び報告等を行い

ます、その後非公開による議事を行いますので、よろしくお願いします。

【議 案】

第１号議案 職員のへき地手当等の支給に関する規則の一部改正について

（岩崎委員長）

それでは、第１号議案「職員のへき地手当等の支給に関する規則の一

部改正について」提案を求めます。

（野中教育長）

第１号議案「職員のへき地手当等の支給に関する規則の一部改正」に

ついてご説明いたします。

第１号議案の１ページをお開きください。

この議案は、小中学校の統廃合に伴い、へき地手当等の支給対象校を

削除するものです。

内容につきましては、担当課長が説明しますので、ご審議の程よろし

くお願いします。

（藤本教育人事課長）

議案の内容についてご説明いたします。

議案書４ページの「改正の概要」をご覧ください。

へき地手当等の支給対象となる学校は、この規則の別表で規定してい

ます。

本年４月１日の小中学校の統廃合に伴い、２の表中に記載のとおり、

別府市立天間小学校、日田市立都築小学校、九重町立飯田中学校の

３校が廃止されましたので、これら３校について、規則の別表から削

除するものです。

なお、表中の「備考」欄に記載のとおり、都築小学校と飯田中学校は、

学校の統合に伴い廃止されたものですが、新設の大山小学校は、へき地

非該当であった旧鎌手小学校の校舎を使用するものであり、また、ここ
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のえ緑陽中学校は、町役場付近の町有地に校舎を新築したものであり、

ともにへき地学校には該当しません。

以上でございます。

（岩崎委員長）

ただいま説明のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

よろしいですか。

それでは、ただ今、提案のありました第１号議案の承認について、お

諮りいたします。第１号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

第１号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

①平成25年度大分県立高等学校入学者選抜結果について

②平成25年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考の結果について

（岩崎委員長）

次に、報告第１号「平成２５年度大分県立高等学校入学者選抜結果に

ついて」及び第２号「平成２５年度大分県立特別支援学校高等部・専攻

科入学者選考の結果について報告をしてください。

（高畑高校教育課長）

「平成２５年度大分県立高等学校入学者選抜結果」について報告をい

たします。

資料はＮＯ．１からＮＯ．３の３枚です。

まず、資料のＮＯ．１〔全日制〕の表をご覧ください。

表の一番上の欄が平成２５年度入試における結果であり、比較として

その下の欄に平成２４年度入試の結果、その下の欄には増減した人数を

示しています。また、項目としては、入学定員、推薦入試・連携型入試、

一次入試、二次入試の順に、人数をまとめています。

平成２５年度の欄を横にご覧ください。全体の入学定員は８,１６０

人でした。

２月１２・１３日に実施しました推薦入試・連携型入試では、
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（１）推薦Ａの募集１３０人以内に対して、受験者１５１人、合格者

１１７人

（２）推薦Ｂの募集１,０２９人以内に対し、受験者１,１８０人、合

格者９１４人

（３）連携型の募集２４０人以内に対し、受験者１６６人、合格者１

６６人でした。

次に、３月１２・１３日に実施しました一次入試は、募集人員６,８
３３人に対し、受験者７,３８４人、合格者６,５３５人でした。

さらに、３月２１日に実施しました二次入試では、募集人員３１０人

に対し、受験者１１１人、合格者８８人でした。

最終合格者数は７,９３８人であり、合格者数が入学定員に満たない

欠員の人数は２２２人、学校数は１５校でした。

次に、同じ資料ＮＯ．１の〔定時制〕の表をご覧ください。

推薦入試は推薦Ｂと爽風館特別入試で実施し、受験者１１０人、合格

者７６人

一次入試は、受験者１１１人、合格者８２人

二次入試は、受験者３４人、合格者２４人

最終合格者数は、１８２人でした。

続きまして、資料ＮＯ．２の「平成２５年度大分県立高等学校第一次

入学者選抜学力検査結果」について報告します。

上の表「学力検査点の状況」をご覧ください。

各教科の平均点、最高点、最低点を国語、社会、数学、理科、英語の

順に示しています。その下の欄に「学力検査合計」がありますが、平成

２５年度は全体の平均が１２０．２点になっております。参考として、

その下の欄に過去４年分の「合計平均点」を示しています。

同じ資料ＮＯ．２の下の表「教科別学力検査点の分布状況」をご覧く

ださい。

各教科の平均点を、前年度と今年度で比較した表になっております。

国語は－４．８点、社会は－１．３点、数学は＋１．８点、理科は－

５．４点、そして、英語は－１．８点となっております。

次に、資料ＮＯ．３の「学力検査合計点の分布状況」をご覧ください。

「学力検査合計点の分布状況」につきましては、昨年度と同様に、正

規分布に近い分布を示しております。

出題は、各教科の目標に即して適切となるように努めており、基礎的

・基本的な内容を重視するとともに、単に記憶や知識の量を見るだけで

なく、理解力、思考力、判断力、表現力等、総合的な学力が測られるよ

う、出題を工夫しております。

以上で、報告を終わります。

（岩崎委員長)
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引き続き、後藤特別支援教育課長、報告をしてください。

（後藤特別支援教育課長）

平成２５年度大分県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考結果に

ついて、ご報告いたします。資料４ページをご覧ください。

前期選考では１８２名が、後期選考では４名が受検し、全員が合格し

ました。

この１８６名の合格者数は、前年度と比較しますと１８名の増加でご

ざいます。

続いて次のページをご覧ください。

特別支援学校高等部のうち、本科への進学者の推移を上段資料にまと

めています。平成２５年度は、高等部・本科への進学者、知的障がい校

への進学者、ともに過去最多となっております。

そのうち、知的障がい特別支援学校１１校の合格者が最も多いのでそ

の内訳を出身学部・学級別に整理したものが下段の資料です。平成２５

年度は、中学校の特別支援学級を卒業した生徒の進学者が増加しており、

これも過去最多となっております。

以上、平成２５年度の県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考結

果の報告を終わります。

（岩崎委員長)

まず、大分県立高等学校入学者選抜結果の方から、何か質疑・意見等

のある方はお願いします。

（麻生委員）

合格者数と入学者数の差があるはなぜですか。

（髙畑高校教育課長）

合格者数は各高校で合格発表した人数です。入学者は４月に入って入

学許可を受けた人数です。その間転居等による入学辞退もあります。人

数的には差が出ますが現在調査中です。

（麻生委員）

例年どれくらいですか。

（髙畑高校教育課長）

具体的な数字は手元にはありません。

（岩崎委員長）
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ほかに何かありますか。

（松田職務代理）

欠員数について学校の数がＨ２４が１３校、Ｈ２５は１５校１３校は

１５校の中に入っていますか。違う学校が入っているのですか。

（岩崎委員長）

去年の１５校に１３校は入っていますか。

（髙畑高校教育課長）

２年連続欠員が生じた学校は５校あります。１５校の内５校は２年連

続欠員が生じています。

（松田職務代理）

このような結果が出たときに去年の結果今年の結果を見てどのような

努力を(アクション)をしていますか。

（髙畑高校教育課長）

欠員が生じた学校については学校の方でその要因について分析をして

もらっています。そのあたりを本課としても学校から聴取するとともに、

県下の中学校の生徒の進学動向を調査しているので、その点と併せても

う少し分析したいと考えています。

（松田職務代理）

聞いた話ですが、地域の中学校と中高連携で中学校の意欲を上げるた

めに必死にやっているということを聞きました。

（髙畑高校教育課長）

入学定員を確保、定員を上回る志願者を集めた学校は中高連携で中学

の教員へはもちろん中学生やその保護者に対してのＰＲ活動を行ってい

ます。その成果を定員に満たなかった学校には広めたいです。

（波多野委員）

資料の２ページ評価別学力検査点の英語について、１～９の生徒が１

４．３％あります。上と下に分かれています。中学から学習を始めたに

もかかわらず３年間でこんなに差が出たなかで高校に入学していくと高

校側もかなり大変ではないでしょうか。そのあたり義務教育課と何か話

はしているのですか。

（髙畑高校教育課長）
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英語については満点の数も多いが１０点未満の生徒も多いです。２極

化の傾向があります。昨年も似たような傾向がありました。このあたり

は課題であると思います。義務教育の方でも英語の取組については一生

懸命していただいていると思います。高校では中高連携の中での参観授

業を行うなどの努力はしています。

（岩崎委員長）

学力について国語も英語も同じような傾向がありますか。

義務教育課お願いします。

（後藤義務教育課長）

中学校２年生で基礎基本に関わる調査を行っていますが、英語は一昨

年は偏差値５０を超えましたが昨年は５０を下回り英語については不安

定です。細かい分布状況についても低学力の生徒、５段階のうち１段階

の生徒がいるので課題として受け止めて、今取組もうとしています。小

学校の外国語活動についても中学校で英語嫌いを作らないような外国語

活動にしようと小学校、中学校として取組を行っています。

（岩崎委員長）

学力調査の結果を受けて、学力向上に向けて役立てようということで

現場はがんばっていますが、これだけ分布がばらけていると教え方に何

らかの対策が必要ではないですか。

その対策は十分進んでいますか。

（後藤義務教育課長）

英語の学力向上支援教員や指導教諭をいただいているので、この方々

に優れた授業を公開していただきながら、１年で始まった英語の授業が

２年生の段階で英語嫌いにつながっていくケースもあるので、そうなら

ないように優れた授業を実施したいです。

（髙畑高校教育課長）

補足です。学力検査の結果を受けて例年分析資料を作成し、県下の高

校と中学校に配布しています。その中で、今後の指導上の留意点、改善

の方向性をまとめて示しています。中高の連携も含めて改善に取組んで

います。

（岩崎委員長）

それでは特別支援学校の高等部・専攻科入学者専攻の結果について質

疑・意見等のある方はお願いします。
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（波多野委員）

聾学校の専攻科についてお聞きしたいのですが、工芸科、被服科とい

ずれも０名ですが、これまでの状況と、これからどうなるのか今後の予

定を聞かせてください。

（後藤特別支援教育課長）

聾学校の専攻科についてはこの後廃止となるため、募集を停止します。

（波多野委員）

わかりました。

（岩崎委員長）

他に質問のある方はいませんか。

（林委員）

国の基準にも関わることだと思いますが、募集人員が示されています

が、その数に比べて合格者数が少ないですね。基準などがあれば難しい

かもしれませんが、募集する人数の変更はできるのでしょうか。

（後藤特別支援教育課長）

定員策定のための進路希望調査を、市町村の中学校及び県内の特別支

援学校に対して行っています。その希望調査を受けて各学校の定員を決

めています。

（林委員）

障がい者の保護者とお話をする機会があったのですが、その方の子ど

もは卒業して就職しています。卒業後のことを考えたとき、いつ、どこ

で、本人に適したものに出会うかということが大事だと考えます。特別

支援学校においても卒業後に本人に適した生活ができるよう支援してい

ただきたいと思います。

（後藤特別支援教育課長）

ご意見承りました。

（岩崎委員長）

他になければ、以上でこの件は終わります。

③平成25年3月公立高校新規卒業者の就職状況の推移について
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（岩崎委員長）

次に、報告第３号「平成２５年３月高校新規卒業者の就職状況の推移

について」報告をしてください。

（高畑高校教育課長）

平成２５年３月高校新規卒業者の就職状況です。内定率の推移では、

３月末の内定率は９８．８％、昨年より０，１ポイント上昇をしました。

就職未内定者推移では、３月末時点で３１人、昨年と比べて５人減とな

りました。こういう形の就職状況です。

この間の教育委員会の対応としましては、委員会と本課と商工労働部

の連携という事でまとめております。そういうなかで内定率も期ごとに

上昇してきました。

（岩崎委員長）

ただいま説明のありました報告について、質疑・意見等のある方はお

願いします。

（林委員）

就職が決まらなかった人に対するフォローアップの関係はどうなって

いますか。

（高畑高校教育課長）

各学校で卒業者に対するフォローは、引き続きしております。労働局

の事業の中で未内定者に対する事業もありますので、紹介しながら、就

職できるような取組をしていきたいです。

（岩崎委員長）

９８．７％という去年の内定率は九州の中では高く全国としても高い

内定率でしたが、今年はどうですか。

（高畑高校教育課長）

まだわかりません。

（岩崎委員長）

よろしいですか。

④全国高等学校総合体育大会の準備状況について

（岩崎委員長）
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次に、報告第４号「全国高等学校総合体育大会の準備状況について」

報告をしてください。

（荒川全国高校総体推進局長）

平成２５年度全国高等学校総合体育大会の準備状況について説明いた

します。

準備については「総合開会式の準備」「競技大会の準備」「高校生活動」

という３つのカテゴリーがあります。

まず、高校生活動についての概略ですが、現在、大会に参加する選手

・監督に贈るため、手作り記念品１万２千個を特別支援学校を含む全て

の高校で作製しています。生徒のアイディアによるもので、木製のビー

ズに竹をモチーフにしたストラップです。その他、清掃活動や広報活動

等を学校単位で行っています。

総合開会式の準備については、和太鼓、マーチング、音楽等の合同練

習会を月１回程度行っています。

県と市町の取り組みについては、３００日、２００日、１００日前の

イベントが終了しました。１００日前については４月１３日大分銀行ド

ームで大分トリニータ対鹿島アントラーズの試合前に行いました。また、

大分駅に新しいカウントダウンボードを設置しました。

続いて、今後のスケジュールについて説明いたします。

手作り記念品づくりについては先程説明したとおりです。都道府県応

援旗づくりは、４７都道府県の応援の旗を会場ごとに設置するものです

が、高校生の活動として、現在学校ごとに作製しています。県南の高校

については競技の開催はありませんが、総合開会式設置用の旗を作製し

ています。

合同練習会については４月から７月まで月１回ペースで和太鼓、剣道、

マーチング、音楽、マスゲーム、アナウンサーについて実施します。草

花装飾については、農業関係高校で取り組んでいます。

５月１日から６月７日まで大分銀行ドームの総合開会式一般観覧者

５，０００人の募集を始めました。地域の人たちや中学生などいろんな

方々に観覧いただきたいと思います。５月３１日には県総体があり、ち

ょうど５０日前頃となります。高校総体に出場する選手を決める貴重な

大会でありイベントを行いたいと思っています。

６月２８日は大会参加申込締切です。その後、総合練習会等があり、

７月２８日が本番となります。選手、監督観覧者等２３，５００人によ

り、大分銀行ドームで開催します。大会は７月２８日から８月２０日ま

で北部九州４県で開催されますが、本県の８競技は８月７日までとなり

ます。その間、７月２６日から８月７日まで総合案内所を大分空港、大

分駅、別府駅、日田駅に設置します。運営については近隣の高校、国東、

国東双国校、別府鶴見丘、日田、福徳学院が行います。記録センターに
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ついては大分市内に設置し、４県の競技記録の配信を行いますが、近隣

の大分西高校が運営します。

このように、大会に向けいろいろな学校が準備をしているところです。

（岩崎委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（麻生委員）

大会に何も関係しない高校はありますか。

（荒川全国高校総体推進局長）

ありません。マスゲーム等やアナウンサーとして参加する学校や高校

生活動として広報活動、手作り記念品の作製等には全ての学校が関わっ

ています。

総合開会式は全ての学校ではありませんが、準備には全ての学校が関

わっています。

（波多野委員）

ボストンマラソンでテロがあり、直後の千葉県のマラソン大会では警

備が厳重となりました。高校総体でも警備に力を入れていただきたいと

思います。

（荒川全国高校総体推進局長）

警備については県警と連携して行うこととしており、県警にはすでに

そのための組織ができています。総合開会式も県警と連携して進めてお

り、ＩＤカードがないと入れないようになっています。

（松田職務代理）

大分国体の際は、大分県の温かいおもてなしが高く評価されました。

高校生が受け付け等を行うと思いますが、この機会を活かして高校生全

体のマナーアップを図っていただきたいと思います。

（荒川全国高校総体推進局長）

高校生活動生徒実行委員会の高校生は、活動を通してものすごく成長

しています。高校生全体としてはこれからになりますが、活動の際には

委員のまわりの生徒も活動に参加しており、そのことによって成長して

います。多くの生徒が参加する中でマナーアップが図れることを期待し

ています。

（岩崎委員長）
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よろしいですか。

⑤体罰に関する第二次調査結果について

（岩崎委員長）

次に、報告第５号「体罰に関する第二次調査結果について」報告をし

てください。

（宮脇学校教育担当次長）

１ページ（体罰実態調査について説明）

調査方法と対象：教職員及び児童生徒、保護者を含めたアンケート調

査、１２２５件の事案、８４０件（Ｈ２３年度、調査不能を除く）のう

ち５５５件を体罰と判定しました。

文部科学省報告要領に従い体罰を行った教職員の人数に置き換え３７

０人としました。県教委及び地教委で懲戒処分とすべき重大な事案はな

く、訓告等が３６人、校長等による指導が３３４人。一次報告の１３人

と合わせ３８３人として報告しました。なお、外部指導者による体罰事

案は今回の調査対象外でありますが８件のうち３件が体罰でした。

２ページ（体罰調査報告票の説明）

３ページ（今後の具体的な対応について説明）

４ページ（実態把握の継続について）

５ページ（野中教育長メッセージ）

（岩崎委員長）

ただいま説明のありました報告について、質疑・意見等のある方はお

願いします。

（麻生委員）

第１次報告１３件は、申告であがった数ですか。

（宮脇学校教育担当次長）

この時点で県教委又は地教委が体罰で懲戒処分した数です。

（松田職務代理）

管理職等の体罰禁止研修会が予定されていますが、教職員一人一人が

対応の仕方を学べる研修会にするためにカウンセリング、コーチング等

を含めたものを検討してほしいです。もう一つは、日本体育大学の学長

が卒業式や入学式で「教師が体罰を絶対しないように」等の発言をしま

したが、ほかの教員養成系の大学でも同じような認識が必要ではないで
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しょうか。

（野中教育長）

アンケートの中に「心が傷ついて納得できない」という発言がありま

した。子どもたちが体罰で心が傷ついていることを重く受け止めなくて

はいけません。体罰によらない指導を教職員全員で行っている実践例を

手本に研修を行いたいです。

（麻生委員）

先生たちが生徒指導にあたり萎縮し、メンタルが壊れるのではないか

と心配です。先生方がまとまることが大切。精神的なフォローをしてい

きたいです。

（岩崎委員長）

調査不能とは、具体的にどういった調査状況でしたか。

（江藤生徒指導推進室長）

生徒・保護者の匿名による申告で、教員名が特定できないもの、年度

を含む申告が曖昧で特定できないもの等であり、学校側も調査をしまし

たがこれ以上無理であると判断したものです。

（岩崎委員長）

その中に重篤なものはないですか。態様のその他、被害の状況のその

他の中に重篤なものはなかったですか。

（江藤生徒指導推進室長）

重篤なものは、ありません。態様のその他は「つねる」「はじく」等

です。被害の状況のその他は、「擦過傷」「髪の毛が抜けた」等です。

（波多野委員）

小学校の比率が高いのはなぜですか。

（宮脇学校教育担当次長）

小学校の児童生徒数が多い結果ではないでしょうか、全国の状況も確

認したいです

（岩崎委員長）

今回の調査で、新たに判明した状況の特徴はありますか。

（宮脇学校教育担当次長）
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教員側に、この程度ならいいだろうという意識や強い指導が必要な場

面で、体罰も仕方ないとの意識がありました。また、保護者との信頼関

係があれば体罰も許されるとの意識が、保護者にもありましたが、今回

の調査で変わりました。

（岩崎委員長）

教師側の意識と児童生徒の意識（被害者意識）の違いが明らかになっ

たということも言えるのではないでしょうか。

（波多野委員）

「体罰はいけない」と永年言われてきました。学校への信頼感の低下、

子どもたちの変化、保護者の変化、地域の変化等を見た時に、体罰の問

題を学校だけに対応を求めるのは酷だと感じます。県教委で先行研究を

行い、知識をストックした上で学校での研修や学校の中での論議ができ

るような具体的な研修の内容を指示することが大切であります。研修も

管理職や教務主任ではなく、学校での指導経験が豊富な生徒指導主任や

特別活動主任等も検討してほしいです。

（野中教育長）

各学校で、保護者への報告もなされている学校もあります。保護者へ

の報告も必要であります。

（林委員）

今回の調査で、教師による言葉の暴力（パワハラ発言）を把握してい

ますか。

（宮脇学校教育担当次長）

言葉による暴力も調査に上がっています。３０件ほどありましたが、

今回の報告には上げていません。体罰ではないですが人権侵害であると

認識しています。

（林委員）

「何度も忘れ物をする」ことから体罰に至ったという事例があります

が、発達障害から体罰に発展した例ではないですか。

（宮脇学校教育担当次長）

この事例が該当するかは不明です。児童生徒の個々の状況をよく理解

して指導することが大切であると考えます。

（松田職務代理）
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外国籍の高校生による日本の授業の感想では、授業中の私語を許さず、

先生が中心の授業で面白くないという意見がありました。質問に答える

形式の授業に変えていくことも含め、先生方の授業像も変化させていく

必要があると感じます。

（岩崎委員長）

児童生徒が訴える気持ちに配慮するとともに先生方が体罰によらない

指導を行えるよう現場に配慮しながら、体罰の根絶に向けて教育委員会

が支援していきます。

（岩崎委員長）

それでは、先に非公開と決定しました案件の議事を行いますので、関

係課室長のみ在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

２課（教育改革・企画課、社会教育課）在室

（関係課以外の課室長・傍聴人退出）

【議 案】

第２号議案 大分県社会教育委員の委嘱替えについて

（岩崎委員長）

それでは、第２号議案「大分県社会教育委員の委嘱替えについて」提

案を求めます。

（説明）

（岩崎委員長）

何かご意見ご質問はありませんか。

（質問、意見）

（岩崎委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第２号議案の承認について、お

諮りいたします。第２号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。
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（採 決）

第２号議案については、提案どおり承認します。

社会教育課は退出してください。

２課（教育改革・企画課、義務教育課）在室

第３号議案 平成25年度大分県教科書選定審議会委員の委嘱について

（岩崎委員長）

それでは、第３号議案「平成２５年度大分県教科書選定審議会委員の

委嘱について」提案を求めます。

（説明）

（岩崎委員長）

何かご意見ご質問はありませんか。

（質問、意見）

（岩崎委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第３号議案の承認について、お

諮りいたします。第３号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

第３号議案については、提案どおり承認します。

義務教育課は退出してください。

【協 議】

①平成26年度（平成25年度実施）教員採用試験実施要項（案）について

（岩崎委員長）

それでは、協議の①「平成 26 年度教員採用試験実施要項（案）につ
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いて」協議をします。

（説明）

（岩崎委員長）

質疑・意見等のある方はお願いします。

（質問・意見等）

（岩崎委員長）

それでは、今回の協議の結果を踏まえて、進めてください。

②平成26年度（平成25年度実施）民間人校長採用選考（案）等

（岩崎委員長）

それでは、協議の②「平成26年度民間人校長採用選考（案）等」協議

をします。

（説明）

（岩崎委員長）

質疑・意見等のある方はお願いします。

（質問・意見等）

（岩崎委員長）

それでは、今回の協議の結果を踏まえて、進めてください。

（岩崎委員長）

最後にこの際、何かありましたらどうぞお願いします。

（岩崎委員長）

それでは、これで平成２５年度第３回教育委員会会議を閉会します。

お疲れ様でした。
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